対話 会 で 頂い た 自己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 取組 事例 等 


昨年 12 月 に 公表 し た 「 人 金融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基 本 方 針 ) 」 
( 案 ) に お いて は 、 資 産 査 定 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 別表 を 含め 検査 マニ ュ ア ル を 廃止 す 
る こと に つい て も パブ リッ クコ メン ト に 付 し て お り ま す 。 


この た め 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト 期 間 中 、 以下 の よう な 問題 意識 か ら 、 資 産 査定 ・ 償 却 ・ 
引当 の 実務 に 関し て 、 ど の よう な 創意 工夫 が 行わ れ て いる の か 、 何 か 不都合 が 生じ 
て いる 点 は な いか 、 今 後 の 改善 に あたっ て の 御 意 見 な ど に つい て 、 預金 取扱 金融 機 
関 ( 銀 行 ・ 信 人 金 ・ 信 組 ・ 労 金 ) 及び これ ら の 会 計 監 査 を 行う 監査 法人 と の 対話 会 を 開催 
し 、 直 接 、 意 見 交換 を 行い まし た 。 


> 検査 マニ ュ ア ル 別 表 が 、 金 融 機関 の ビジ ネス モデ ル や 顧客 の 特性 に 応じ た 
改善 の 取組 み を 制約 し て いる の で は な いか 。 


と 借り 手 の 実態 を 把握 し 、 将 来 の 損失 発生 確率 を より 的 確 に 見 通す 努力 を 行う 
より も 、 過去 デー タ や 担保 ・ 保 証 等 に 着目 し た 実務 を 続け る 方 が 安心 で ある と 
の 印象 を も た らし て いる の で は な いか 。 


> 画 一 的 な 基準 に 基づく 検査 で は 、 バ ブル 時 代 の 不良 債権 を 事後 的 に 処理 す 
る こと は で きた が 、 こ れ か ら 発 生 し うる 課題 を 見 通し 、 対 処す る こと は 出来 な 
い の で は な いか 。 


と 当局 と し て 着目 すべ き な の は 、 金 融 機関 の 自己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 の 態勢 が 、 
当該 金融 機関 の 業務 や 顧客 の 特性 に 基づい た も の で あっ て 、 会 計 基 準 に 沿 
っ た 適切 な 償却 ・ 引 当 が 実現 で きる よう 全体 と し て 適切 に 機能 し て いる か 否 か 、 
償却 ・ 引 当 の 水準 が 全体 と し て 適切 か 否 か な の で は な いか 、。 


対話 会 で 御 紹 介 い た だ いた 資産 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 主 な 取組 事例 や 検討 内 
容 な ど は 以下 の と お り で す 。 


今後 、 資 産 分 類 と 償却 ・ 引 当 に つい て は 、 現 状 の 実務 を 出発 点 に 、 今 後 の 改 善 の 
道筋 と し て どの よう な こと が 考え られ る か 、 金 融 機関 、 公認 会 計 士 、 有 識者 等 を メン バ 
ー と する 勉強 会 で 検討 を 進め 、 そ の 結果 を 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に と り ま と め た 
上 で 、 幅 広い 関係 者 と の 対話 を 更に 行っ て いき た いと 考え て いま す 。 

し た が っ て 、 以 下 の 取 組 事例 等 は 、 あ くま で 主 な 対話 の 内 容 を まとめ た も の で あり 、 
当局 と し て 資産 分 離 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 新しい 検査 ・ 監 督 の 方 向 性 を 示す も の で は 
あり ませ ん 。 





|O 貸出 先 の 業種 ・ 規 模 ・ 特 性 を 考慮 





[リス ク に 応じ た グル ー ビ ン グ と 引当 へ の 反映 ]〕 


と 


創業 資金 融資 先 や 新た に 取り 組む リス ク の 高い 先 ( ミ ドル リス ク 先 ) を 他 と 
区 分 し て 引当 。 (信金 ) 


特定 の 産業 に 関し て 、 下 請け 階層 を 区 分 し て 、 随 層 毎 の リス ク に 応じ た 引 
当 を 検討 中 。 (信金 ) 


過去 の 不良 債権 発生 の 反省 か ら 、 業種 ご と に 審査 ノウ ハウ を 蓄積 し て き 
て いる 。 直接 的 に は 引当 に 結び つか な い が 、 時 代 の 経過 (規制 環境 の 変 
化 を 含む ) と と も に 業種 ご と の 収益 の 源泉 が 変化 し て いる 。 企業 の リス ク 
を 評価 する 際 の 着眼 点 も 、 時 代 と と も に 変化 する と 認識 。 (信金 ) 


用 途 に 応じ て 不動 産 の 資産 価値 が 変わ る 一 定 の 業種 に つい て は 、 他 と 
区 分 し て 引当 。 (信金 ) 


業種 等 に より グル ー ビ ピング を 細分 化す る と 、 標 本 数 が 減少 し 、 引 当 金 の 
妥当 な 見 積 り が 難し く な る 。 債務 者 の 特性 に 合わ せ た グ ルー ビン グ の 細 
分 化 と 標本 数 の 確保 と の バラ ンス が 重要 。 (銀行 ) 


[従来 の 債務 者 区 分 に 必ず し も 基づか な い 引 当 の 計算 ] 


と 


ーー 部 の 収益 不動 産 向け の 融資 に つい て は 、LTV と DSCR (※) の 計数 で 

マト リッ クス を 組み 、 み な し 債務 者 区 分 の よう に し て 引当 の 算定 を 行う こと 

を 検討 中 。 (信金 ) 

※ Debt Service Coverage Ratio : 企業 の 元利 金 支払 能力 を 示す 指標 の ひ 
と つ 。 元利 金 支払 前 の キャ ッシュ フロ ー 元利 金 支払 予定 額 


現在 の 低 金利 環境 下 に お いて 、 保 証 会 社 に 保証 料 を 支払 うこ と が 収益 を 
確保 する 上 で 大 き な 足 か せ に な っ て いる た め 、 保 証 会 社 を 付け な い プ ロ 
パー 住宅 ロー ン の 取扱 い を 開始 。 こ の よう な プロ パー 住宅 ロー ン に つい て 
は 、 グ ルー ピング し 、 保 全 不 足 額 に 倒産 確率 を 乗じ て 引当 を 算定 。 保証 
会 社 付 住宅 ロー ン に つい て は 、3 か 月 延滞 で も 6 か 月 延滞 で も 代位 弁済 
率 に 大 き な 差 は な いた め 、 要 注意 先 や 破綻 懸念 先 と いっ た 区 分 は 引当 の 
算定 上 あま り 意 味 が な い 。 (信金 ) 


住宅 ロー ン な どの 定型 商品 に つい て は 、 ポ ー ト フォ リオ で 見 る と いう 考え 
方 も 合理 的 で ある 。 当 組合 の 活動 地域 で は 地元 の つなが り が 強く 、 家族 
の 協力 が あれ ば ほとん ど デ フォ ルト に 至る こと は な い 。 (信組 ) 


住宅 ロー ン に 関し て 、 デ フォ ルト 率 や 損失 額 が エリ ア に よっ て 有意 に 異な 
る と いう デー タ は 無い た め 、 エ リア 分 けし た 引当 は 行っ て いな い 。 た だ し 、 
県 外 居 住 者 へ の カー ドロ ー ン は デフ オォ ルト 率 が 高い 等 の デー タ も ある た め 、 
取組 み と し て は 考え られ る 。 (銀行 ) 
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|O 金融 機関 の 業務 ・ 方 針 を 考慮 





[適切 な 期中 管理 プロ セス の 反映 〕 


と 同一 債務 者 区 分 で あっ て も 、 融資 先 の 業績 が 悪化 し た 場合 に は 売却 する 
債権 の 損失 率 は 、 期 中 管理 を 行い 適切 な サポ ー ト を 実施 する 債権 の 損 
失 率 よ り 高 く 、 そ の 取扱 い は 有意 に 変え る べき 。 この よう に 支援 態勢 を 含 
め た 期中 管理 プロ セス 自体 を 評価 し た 引当 が で き な い か 。 (信金 ) 


[再生 支援 や 廃業 支援 へ の 対応 方 針 の 反映 ] 


> 抜本 的 な 再生 支援 を 行う に あたり 、 見 込ま れる 損失 額 ( 債 権 放 棄 予 定額 
等 ) を 引当 に 反映 し た 上 で 、 再生 支援 を 行う 。 経験 上 、 引 当 を 積ん だ 方 が 
再生 の 協議 等 は 早く な る 。 昔 は 不良 債権 処理 の た め の 引 当 と いう 認識 で 
あっ た が 、 再 生 支 援 を し て 企業 を 生か す た め の 引当 と いう よう に 考え 方 を 
改め た 。 (信金 ) 


と 廃業 支援 先 を 他 と 区 分 し 、 廃 業 支援 を 前 提 と し た 引当 方 法 の 採用 を 検討 
し た が 、 次 意 的 に 廃業 支援 先 を 選ぶ 可能 性 が ある と いっ た 課題 が 存在 し 、 
断念 。 (銀行 ) 


[回 収 方 針 の 反映 ] 


> 担保 の 処分 可能 見 込 額 の 算出 に お ける 掛 目 を 、 任意 売却 、 競売 、 バ ルク 
TE 見 直し 。 (銀行 、 人 


> 不動 産 担保 付 の 債権 を バル クセ ー ル し た 場合 に は 、 処 分 可能 見 込 額 と し 
て 評価 し て いた 額 ( I 分 類 額 ) より も さら に 低い 価格 で 売却 せ ざ る を 得 な 
い 傾 向 に ある 。 この よう な 方 針 で あれ ば 、 バ ルク セー ル を 前 提 と し た 適切 
な 掛け 目 を 用 いて 破綻 懸念 先 の I 分 類 に つい て も 引当 を 行う と いう 考え 
方 も あり 得る の で は な いか 。 (信組 ) 








〇 事業 キャ ッシュ フロ ー を 反映 し た 引当 








[事業 キャ ッシュ フロ ー を 勘案 し た 債務 者 区 分 〕 


> 貸出 先 の 実態 バラ ンス より も 、 キャ ッシュ フロ ー の 状況 を 重視 し て 債務 者 
区 分 を 行う よう に 自己 査定 基準 を 変更 し た 。 (信金 ) 


[大 口先 に 対す る 引当 方 法 の 工夫 ]〕 


> 大 口 の 正常 先 に つい て 、 破 綻 し た 場合 に 当 金 庫 に 与え る 影響 が 大 きい こ 
と か ら 、 個別 に 評価 する こと で 引当 を し っ か り 積 むと いっ た 考え 方 を 検討 
中 。 (信金 ) 


> 大 口 与信 先 に つい て 、 そ の 他 要 注意 先 で あっ て も 相対 的 に 信用 リス ク が 
高い 先 に つい て は 、DCF 法 に よっ て 貸 倒 引 当 金 を 算出 し て いる 。 (銀行 ) 
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[簡便 な 事業 キャ ッシュ フロ ー の 評価 方 法 〕 


と キャ ッシュ フロ ー を 評価 する 手法 と し て DCF 法 が ある が 、 将来 キャ ッシュ フ 
ロー の 見 積 り 等 、1 件 1 件 の 評価 に 事務 負担 が 大 きい た め 、 よ り よ い 方 法 
が な いか 。 (複数 ) 


> 破綻 懸念 先 に 長期 に に ど ば ま っ て いる 先 に つい て 、 清 算 バ ラン ス を 考慮 し た 
債務 超過 額 に 当 金 庫 か ら の 融資 シェ ア を 乗じ た 額 を ベー ス に 、 事 業 継続 
可能 性 に 関す る 複数 の 定性 情報 (後継 者 の 有無 、 経 営 者 の 情報 な ど ) を 
加味 し て スコ アリ ング を 行い 、 そ の 点数 に 応じ て 回 収 不能 額 を 見 積 り 、 引 
当 を 行う 。 (信金 ) 

[短期 継続 融資 関連 ] 


と 現在 の 検査 マニ ュ ア ル で は 、 正 常 運転 資金 (短期 継続 融資 ) の 計算 方 法 
が 形式 的 で ある た め 、 貸 出先 に と っ て 必要 な 運転 資金 の 融資 で あっ て も 、 
正常 運転 資金 の 範囲 を 超え て 貸出 条件 緩和 債権 と な っ て し まう も の が あ 
る た め 何 と か し て ほし い 。 正常 運転 資金 の 考え 方 を 工夫 する の か 、 個 々 の 
事情 で 要 管 理 債権 に 当たら な いと する の か 、。 (銀行 ) 








〇 特別 な リス ク が ある 債務 者 を 切り 出し 、 将来 の 見 通し を 反映 





と リー マン ショ ッ ク 時 に 、 メ ー カ ー の 下請 け 階 層 ご と の 減収 見 込み に 応じ て 
債務 者 区 分 を 下げ る な ど 、 機 動 的 に 引当 を 実施 。 (信金 ) 


> 貸出 ポートフォリオ に 占め る 割合 が 相対 的 に 高く 、 し か も 景気 に よる 収益 
変動 が 大 きい 産業 は 、 他 と 区 分 。 リ スク が 高い 先 に つい て は 、 収 益 の 変 
動 を 先々 の キャ ッシュ フロ ー に 織り 込ん だ 上 で 債務 者 を 区 分 し 引当 を 実 
施 。 (銀行 ) 


と 破綻 懸念 先 に つい て 産業 別に 調べ た 場合 、 特 定 の 産業 は 実際 の 損失 率 
が 他 の 業種 より 高い 傾向 に ある た め 、 大 口先 で 要 償 門 債務 返済 年 数 が 
超 長 期 の 先 は 、 他 と 区 分 し て 、 簡 易 キ ヤッ シュ フロ ー 見 積 法 で 引当 額 を 算 
出 。 (銀行 ) 


高齢 の 代表 者 が 増え 、 企 業 の 後継 者 が いな いと 廃業 する と いう 問題 が 生 
じ る た め 、 仮 に 現在 は 正常 先 で あっ た と し て も 、 他 と 区 分 し て 引当 に 反映 
で き な い か 、。 (信金 ) 


と 過去 の 融 損 実績 は 少な いも の の 、 今 後 、 人 口 の 大 幅 な 減少 が 見 込ま れ 
る 地域 は 、 空 室 率 の 増加 等 に よる 貸出 条件 を 変更 する 債権 の 増加 が 見 
込ま れる た め 、 予 測 値 に よる 引当 を セグ メン ト 全 体 で 積め な いか 検討 中 。 
(銀行 ) 


ツ 








O 引当 率 の 調整 に よる 見 積 り | 


と 破綻 懸念 先 の 引当 率 を 算出 する 際 に 長期 の 貸 倒 実 績 率 の 平均 と 3 算定 
期間 の 貸 倒 実 績 率 の 平均 を 比較 し て 高い 方 の 実績 率 を 採用 。 (複数 ) 


> リー マン ショ ッ ク 直 後 、 要 注意 先 の 貸 倒 実績 が 急激 に 上 昇 し た た め 、 直 近 
期 に 2 倍 の ウエ イト を 置い て 引当 率 を 算定 。 (銀行 ) 


と ヶ 一 定期 間 以 上 破綻 懸念 先 に 留まり 、 翌 期 に ラン クア ッ プ する 見 込み が な 
い 場 合 、 過 去 の 実績 値 を 踏ま え 皿 分 類 額 に 対す る 予想 損失 率 を 100% と 
する こと を 可能 と し て いる 。 (銀行 ) 


と 貸 倒 実 績 率 の 低下 を 背景 に 、 引 当 率 に 下限 値 ( フ ロア ー) を 設定 。 他方 、 
下限 値 の 設定 を 検討 し た が 、 設 定 根拠 の 不足 等 か ら 、 断念 し た 金融 機関 
も あっ た 。 (複数 ) 














〇 償却 ・ 引 当 の 額 の 全体 と し て の 十分 性 の 検証 方 法 


> 引当 と 実績 を 比較 し た バッ ク テ ス ト に より 、 引 当 額 が 貸 倒 実績 額 ( 明 損 額 ) 
を 上 回 っ て いる の か 否 か を 確認 する こと で 、 引 当 額 の 全体 の 十分 性 を 検 
証 。 (複数 ) 

> 引当 と EL( 期 待 損失 ) と を 比較 する こと で 、 引 当 額 の 全体 の 水準 感 に 違 
和 感 が な いか 確認 。 (銀行 、 信 金 ) 

> 貸 倒 引 当 金 の 率 に つい て は 、 倒産 確率 (件 数 ベー ス ) と 貸 倒 実績 率 (金額 
ベー ス ) と の 比較 で 検証 し て いる 。 額 に つい て は 、 見 積 り と 実績 額 と を 比 
較 す る こと で 、 水 準 の 十分 性 を 検証 し て いる 。 (銀行 ) 














〇 償却 ・ 引 当 の 額 の 全体 と し て の 十分 性 を 確保 する た め の 取 組み 


と 過去 実績 に よる 償却 ・ 引 当 の 水準 は 低 す ぎ て 経営 の 実感 に あっ て いな い 
が 、 改 善 方 法 に 苦慮 し て いる 。 (複数 ) 


[損失 見 込 期間 の 延長 ] 


と 実 抜 計画 を 作成 し て いる 等 に より ラン クア ッ プ し た 場合 、 そ の 他 要 注意 先 
の 下位 区 分 に 含め て お り 、 業 況 改善 の 見 極め 等 の 観点 か ら 、 損 失 見 込 
期間 を 1 年 間 か 53 年間 に 延長 し て 引当 。 (銀行 ) 


> 経営 改善 計画 の 策定 に より 要 注 意 先 に ラン クア ッ プ され る 先 で あっ て も 、 
当 金庫 が 非 メ イン で 融資 シェ ア が 低い 先 は 、 債 務 者 実態 の 把握 が 難し い 場 合 
も ある た め 、 破 綻 懸念 先 に 残し た まま で 経営 改善 計画 の 実行 状況 を 確認 
し つつ 、DCF 法 で 引当 の 見 積 期間 を 5 年 や 10 年 に 伸ばす 取組 み を 検討 
中 。 (信金 ) 





[DCF 法 に よる 引当 〕 


と 破綻 懸念 先 に つい て 、 未 保全 額 が 一 定額 以上 ある 先 に つい て は 、DCF 
法 に より 未 保全 額 の うち 多く を 引当 金 と し て 積ん で いる 。 (複数 ) 


[経営 改善 計画 の 実現 可能 性 の 検証 ] 


と 中 小 需 細 企業 に つい て は 、 実 効 的 な 支援 を 行っ て いる か どう か が 重要 で 
ある た め 、 経 営 改善 計画 が な く と も 実効 的 な 支援 を 行う プロ セス 自体 を 評 
価 し て ラン クア ッ プ させ る こと が で き な い か 。 他方 で 、 当 金 庫 で は 、 実 質 を 
重視 し て 、 ラ ンク アッ プ を する に は 、 経 営 改 善 計画 の 策定 だ け で な く 、 一 定 
の 期間 で 業況 が 改善 し て いる こと 、 業況 が 改善 し た 状態 が 今後 も 継続 す 
る こと が 予想 され る こと 等 を 、 内 部 で 要件 と し て 規定 し て いる 。 (信金 ) 


> 貸出 条件 緩和 債権 の 卒業 基準 と な っ て いる 実 抜 計画 に つい て 、 以 前 は 形 
式 的 に 計画 を 作成 し た も の に つい て ラン クア ッ プ させ る 等 の 運用 も な され 
て いた が 、 最 近 は 計画 の 達成 状況 等 計画 の 実現 可能 性 を 実質 的 に 評価 
する こと に 重き を 置い て いる 。 (信金 ) 

> 引当 の フロ アー ルー ル を 設け て いる こと か ら 、 一 定 の 引当 を 積む こと に な 
り 、 ニ ュー マネ ー を 出す 融資 先 数 は 限ら れ て し まう が 、 形 式 的 な 経営 改善 
計画 で 無理 に ラン クア ッ プ させ る より は 、 む し る ろ る 破綻 懸念 先 の まま に し て 
お いて 、 引 当 を 積み な が ら で も 、 支 援 し て いき た いと 考え て いる 。 (信金 ) 


以 上 


